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そ   く     お   う

即翁さんの
たから    も   の 

宝物
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はたけやまいっせい

畠山一清（
そくおう

即翁）
（1881 ～ 1971）

そく　おう

即翁さんってどんなひと？
　本当の名前は

はたけやまいっせい

畠山一清。
たいしょう

大正時代に、
  え  ばら

荏原
せいさくじょ

製作所というポンプの会社を作った人です。

茶の湯や
のうがく

能楽が大好きで、「
そくおう

即翁」という名前

で、文化に関わるいろいろな
かつどう

活動をしました。

　50 年かけて集めた
  び じゅつひん

美術品をもとに、
はたけやま  き  

畠山記
ねんかん

念館という
  び じゅつかん

美術館を作っています。

みんなで楽しむ

即  

翁
與  

衆
愛  

玩

 　集めた大切な
  び  じゅつひん

美術品が、
だれ

誰の持ち物か分かるように
お

捺
す印を「

あいぞういん

愛蔵印」と言います。
そくおう

即翁さんの
あいぞういん

愛蔵印には、
「
そくおう  よ  しゅうあいがん

即翁與衆愛玩」（意味：
そくおう

即翁はみんなと
いっしょ

一緒にこれを楽
しみます）という言葉が

きざ

刻まれています。
　
  す    ば

素晴らしい
  び  じゅつひん

美術品を
ひと

独り
じ

占めするのではなく、「多くの
人と

いっしょ

一緒に楽しみたい」という
そくおう

即翁さんの思いが
こ

込めら
れている

の

のです。



国宝　煙寺晩鐘図　伝牧谿筆　中国・南宋時代　13 世紀
　　　畠山記念館蔵　後期展示

かね

鐘の音が聞こえてきそう

戦国
    ぶ     しょう    あこが 

武将憧れの
ちゃ   わん

茶碗

　中国の有名な水辺の風景を
えが
描いた「

しょうしょうはっけい
瀟湘八景」

の一つ。
ゆう  ぐ
夕暮れに

かすみ
霞がかかって、遠くのお寺から

かね
鐘の音が聞こえてくる様子を、

あわ
淡い

すみ
墨で

えが
描いてい

ます。日本の
すいぼく  が
水墨画に大きな

えいきょう
影響を与えた

もっけい
牧谿が

えが
描いたと伝えられています。

重文　井戸茶碗　銘 細川　朝鮮半島・朝鮮時代　16 世紀
　　　畠山記念館蔵　通期展示

　
そくおう

即翁さんが集めたのは、日本、中国、
ちょうせん

朝鮮半島の
  こ    び  じゅつひん

古美術品です。それらは「茶

の湯」「
のうがく

能楽」「
りん  ぱ

琳派」という大きな３つ

のテーマに
わ

分けられます。

茶の湯

 あしかがよしみつ

足利義満、
  お    だ  のぶなが

織田信長、
とくがわいえやす

徳川家康と

いう、すごい人たちが
も

持っていた
さくひん

作品なのです。

茶の湯
のうがく

能楽

りん  ぱ  

琳派

　お客さんを
まね
招き、

まっちゃ
抹茶を

ふ
振る

ま
舞って楽しむのが「茶の湯」です。茶会をする主人は、

お茶を
た
点てる道具だけでなく、見て楽しむ

かけじく
掛軸など、茶室で使うものを心を

こ
込め

て
じゅんび
準備します。

あこが

憧れの
まつだいら  ふ  まい

松平不昧も使った
ちゃわん

茶碗！
  ふ  まい

不昧は
  え    ど

江戸時代の
だいみょう

大名で、
  い  だい

偉大

な
ちゃじん

茶人です。

　
  い    ど  ぢゃわん
井戸茶碗は、

ちょうせん
朝鮮半島で焼かれた

にちじょうてき
日常的に使う

うつわ
器のこと。日本では茶の湯で大切にされました。
中でも有名な三つの

  い    ど  ぢゃわん
井戸茶碗は「天下の

さん  い    ど  
三井戸」

と
よ
呼ばれます。この「

ほそかわ
細川」はそのうちの一つ。

やさ
優しくて

そんざいかん
存在感のある、美しい

ちゃわん
茶碗です。

それぞれの
なか

中から、とっておき

をご
しょうかい

紹介しましょう！
わたし

私と
いっしょ

一緒

に楽しんでくれたら
うれ

嬉しいな。

そくおう

即翁さん



  の     う   が     く

能楽 わたし

私の生まれ育った石川県
かなざわ  し
金沢市は、

  え    ど

江戸時代には、前田家の
とのさま
殿様が治める

  か    が  はん

加賀藩の中心地でした。
  か    が  はん

加賀藩では
とのさま
殿様から

しょみん
庶民まで、みなが

のうがく
能楽に親しみました。その

でんとう
伝統は今も続い

て
い
います。

能面　翁（白色尉）　伝福来作　室町時代　15 ～ 16 世紀
畠山記念館蔵　前期展示

雲に雪持椿文様唐織　前田家伝来　
江戸時代　文化 11 年（1814）　畠山記念館蔵　後期展示

　「
おきな
翁」という特別な

のうがく
能楽を

えん
演じる時に使う面です。「

おきな
翁」

は、
のうがく
能楽が今のように整えられる前の、古いかたちを残

しています。この面は、
のうがく
能楽が

さか
盛んになりはじめた

むろまち
室町

時代のものと考えられます。まだ
めん
面の形がきっちりと決

まる前の、おおらかさが大きな
とくちょう
特徴です。

の う  が く

能楽の古いかたちを伝える面

　
あざ
鮮やかな

べにいろ
紅色の地に、金色の雲と、雪をか

ぶった
つばき
椿が

えが
描かれています。

のうがく
能楽の

  ぶ  たい
舞台で身

に付ける「
からおり
唐織」という

ごう  か
豪華な着物です。

　
  か    が  はん
加賀藩で

さか
盛んだった「

ほうしょうりゅう
宝生流」という

のうがく
能楽

のかたちを伝える家にあったものをお
  て  ほん
手本に、

まねて
つく
作ったようです。

生命力と
ほ う   さ く

豊作を表す
しょう  ぞ く

装束

この面は、
  か    が  はん

加賀藩の
とのさま

殿様の

もとにあった
  か  のうせい

可能性があり
ま

ます。

これは
  か    が  はん

加賀藩の
とのさま

殿様が持ってい

た
も  の

もの。

　
のうがく
能楽は、日本の古い

げいのう
芸能の

ひとつ。
やくがら
役柄を表すお面や、

はな
華やかで

ごう  か
豪華な着物を身に

着け、うたや
えんそう
演奏に合わせて

物語を
えん
演じます。

わたし

私も
のうがく
能楽の

うたい

謡（うたうこと）が得意なんですよ。
わたし

私のふるさと
かなざわ
金沢に伝わった

のうめん
能面や

しょうぞく
装束を、たくさん

あつ
集めました。

着物を包む紙に
  え    ど

江戸時代の字

が残っていて、どんな
のうがく

能楽を
えん

演じる時に
き

着るのがよいか書

いて
あ    る
あるんですよ。



重文　四季草花下絵古今集和歌巻　本阿弥光悦書　俵屋宗達下絵　江戸時代　17 世紀　畠山記念館蔵
　　　後期展示（※前期にはこれに似た「薄下絵古今集和歌巻」を展示します）

国宝　離洛帖　藤原佐理筆　
　　　平安時代　正暦 2年（991）
　　　畠山記念館蔵　前期展示

絵と書、どちらも主役

　
へいあん
平安時代の書の達人三人を、「

さんせき
三蹟」と言います。この手紙

はその中の一人、
ふじわらのすけまさ
藤原佐理が

おい
甥っ子に

あ
宛てたもの。

えら
偉い人に

あいさつ
挨拶しないまま遠くに行くことになってしまったので、お

わ
詫び

を伝えてほしいと
たの
頼んでいます。書き始めの落ち着いた筆づか

いが、だんだん速くなり、
こうはん
後半は一気に書き進めています。旅

の
  と  ちゅう
途中で

あわ
慌てて書いたものですが、見事な筆づかいです。

美しいものを追い求めて

 り     ん 　  ぱ

琳派 　
りん  ぱ
琳派は、

  か    こ
過去の作者に

あこが
憧れて学んだ人たちが、時代を

こ
超えて

つな
繋いできた

  び じゅつ
美術の流れの

一つ。
ももやま
桃山時代の

たわら  や  そうたつ
俵屋宗達や

ほん  あ    み  こうえつ
本阿弥光悦がその始まりです。大きな絵から、

く
暮らしの中

で使う小さな工芸品まで、様々なものを
はな
華やかに

いろど
彩ってきました。

わたし

私が
  び じゅつひん

美術品を集めていた
ころ

頃、ちょうど

「
りん  ぱ

琳派」の研究がとても
さか

盛んでした。

　
たわら  や  そうたつ
俵屋宗達が金銀で草花を

えが
描いた上に、

ほん  あ    み  こうえつ
本阿弥光悦が

  わ    か
和歌を書いています。

そうたつ
宗達の絵は、絵具の

こ
濃さを使い

分けたり、
  よ  はく
余白を取ったりして、強弱がありますね。

こうえつ
光悦の書もそれに合わせるように、

すみ
墨の

こ
濃さや線の太

さ、文字を書く
  い  ち
位置に変化をつけています。絵と書が

引き立てあって、
ここち
心地よいリズムを生み出しています。

だいたん

大胆で
ごうかい

豪快！
だれ

誰もが
みと

認めるものも良いけど、

型やぶりな
さくひん

作品も好きなのです。

「茶の湯」「
のうがく
能楽」「

りん  ぱ
琳派」の

わく
枠に

おさ
収まらない

ものも、
そくおう
即翁さんは集めています。

  び じゅつ

美術好きな
せんぱい

先輩たちも集めていて、
わたし

私もその
  み  りょく

魅力に
ひ

惹かれたのです。


